
星 稜 論 苑 第 43 号 

 

一

七 

⒀ 

四
首
の
う
ち
の
最
後
一
首
に
な
る
一
三
七
五
番
に
は
、
左
注
に
「
譬
喩
歌
の
類
に

あ
ら
ず
」
と
い
う
編
纂
者
に
よ
る
断
わ
り
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

⒁ 
六
百
番
歌
合
の
引
用
は
、
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ
に
従
う
。 

⒂ 

後
拾
遺
集
の
引
用
は
、
新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ
に
従
う
。 

⒃ 

新
古
今
集
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集(

小
学
館)

に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ

に
従
う
。 

⒄ 

『
八
雲
御
抄
』
（
『
日
本
歌
学
体
系
別
巻
三
所
収
』
）
巻
五
・
名
所
部
「
山
」
の
項
。 

⒅ 

『
袖
中
抄
』
（
『
日
本
歌
学
体
系
別
巻
二
所
収
』
）
第
二
「
え
や
は
い
ぶ
き
の
さ
し

も
草
」
の
項
。 
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草を媒材とする恋歌 

 

一
六

 

草
を
媒
材
と
す
る
恋
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
歌
題
意
識
を
以
上
の
よ
う
に
た

ど
っ
て
く
る
と
、
「
さ
し
も
草
」
な
ど
の
新
た
な
草
の
名
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
こ

の
表
現
形
式
が
活
き
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
そ
こ
で
の

表
現
形
式
に
お
い
て
は
、
万
葉
集
の
寄
物
陳
思
歌
に
比
す
れ
ば
文
芸
性
の
追
求

の
深
ま
り
の
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、「
草
」の
名
を
恋
情
と
い
う
主

題
に
包
括
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。 

【
注
】 

⑴ 

万
葉
集
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
全
集(

小
学
館)

に
よ
る
。
歌
番
号
も
そ
れ
に

従
う
。
ま
た
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
以
下
の
万
葉
集
の
引
用
も
同
様
で
あ
る
。 

⑵ 

『
詠
歌
一
体
（
八
雲
口
伝
）
』
の
引
用
は
、
日
本
歌
学
体
系
第
三
巻
（
三
九
六
頁
）

に
よ
る
。 

⑶ 

『
筆
の
ま
よ
ひ
』
の
引
用
は
、
日
本
歌
学
体
系
第
五
巻
（
四
三
〇
頁
）
に
よ
る
。 

⑷ 

『
正
徹
物
語
』
の
引
用
は
、
日
本
歌
学
体
系
第
五
巻
（
二
五
六
頁
）
に
よ
る
。 

⑸ 

三
村
晃
功
「
三
手
文
庫
蔵
『
百
草
和
歌
抄
』
の
成
立
―
―
『
夫
木
和
歌
抄
』
亨
受

の
一
断
面
―
―
」(

夫
木
和
歌
抄
研
究
会
編
『
夫
木
和
歌
抄 

編
纂
と
享
受
』
、
風
間

書
房
、
二
〇
〇
八
・
三) 

⑹ 

前
掲
書
、
二
七
五
頁
～
二
七
六
頁
。 

⑺ 

譬
喩
歌
と
い
う
標
題
の
も
と
に
あ
る
歌
の
す
べ
て
が
純
粋
な
譬
喩
歌
で
は
な
く
、

寄
物
陳
思
歌
に
該
当
す
る
歌
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
万
葉
集
中
に
は
譬
喩
歌
の
標
題

は
な
く
て
も
、
表
現
上
譬
喩
歌
と
認
め
ら
れ
る
歌
も
あ
る
の
で
、
こ
の
数
は
集
中
に

譬
喩
歌
と
分
類
さ
れ
て
い
る
歌
の
総
数
で
あ
る
。 

⑻ 

巻
一
一
の
以
下
の
三
首
、
二
四
六
九
番
「
山
ぢ
さ
の
白
露
重
み
う
ら
ぶ
れ
て
心
に

深
く
我
が
恋
止
ま
ず
」
、
二
四
八
〇
番
「
道
の
辺
の
い
ち
し
の
花
の
い
ち
し
ろ
く
人
皆

知
り
ぬ
我
が
恋
妻
は
」
、
二
四
八
一
番
「
大
野
ら
に
た
ど
き
も
知
ら
ず
標
結
ひ
て
あ
り

か
つ
ま
し
じ
我
が
恋
ふ
ら
く
は
」
は
、
「
草
に
寄
す
恋
」
の
歌
と
し
て
は
不
審
も
あ
る

が
、
集
中
の
配
列
に
従
い
数
に
入
れ
て
い
る
。 

⑼ 

ほ
か
に
「
或
本
」
（
五
首
）
お
よ
び
「
一
書
」
（
二
首
）
の
歌
計
七
首
を
収
め
る
。 

⑽ 

ほ
か
に
「
或
本
」
（
二
首
）
お
よ
び
「
一
本
」
（
一
首
）
の
歌
計
三
首
を
収
め
る
。 

⑾ 

二
六
三
四
番
（
寄
物
陳
思
）
、
二
八
〇
八
番
（
問
答
）
の
二
首
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
五

〇
一
番
、
二
四
〇
八
番
と
の
語
句
の
入
れ
替
わ
り
の
み
ら
れ
る
も
の
で
、
万
葉
集
中

で
は
人
麻
呂
歌
集
歌
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。 

⑿ 

集
中
の
人
麻
呂
歌
集
歌
は
、
「
正
述
心
緒
」
一
〇
首
（
二
八
四
一
～
二
八
五
〇
）
と

「
寄
物
陳
思
」
の
一
三
首
（
二
八
五
一
～
二
八
六
三
）
の
計
二
三
首
で
あ
る
。 

   

寄
草
恋 

寄
草 

寄
寒
草
恋
（
続
古
今
） 
寄
月
草
恋
（
続
拾
遺
） 

寄
菅
恋
（
続
後
拾
遺
） 

寄
葛
恋
（
続
後
拾
遺
） 

寄
篠
恋
（
新
千
載
） 

寄
薄
恋
（
新
千
載
） 

寄
蓬
恋
（
新
続
古
今
） 

寄
下
草
恋
（
新
続
古
今
） 

寄
浅
茅
恋
（
為
尹
千
） 

寄
女
郎
花
恋
（
新
続
古
今
） 

寄
夏
草
恋
（
大
江
戸
倭
歌
） 

寄
秋
草
恋
（
大

江
戸
倭
歌
） 

寄
浮
草
恋
（
大
江
戸
倭
歌
） 

寄
萱
草
恋
（
為
理
集
） 

寄
草
忍
恋
（
新
続
古
今
） 

寄
草
初
恋
（
新
和
歌
） 

寄
草
絶
恋
（
後
二
条
） 

寄
草
恨
恋
（
新
後
拾
遺
） 

寄
草
別
恋
（
新
明
題
） 

寄
草
馴
恋
（
柏
玉
） 

寄
草
孤
恋
（
雪
玉
） 

寄
草
述
懐
（
新
拾
遺
） 

寄
草
祝
（
楢
葉
） 

寄
草
無
常
（
瓊
玉
） 

寄
草

懐
旧
（
遺
塵
） 

寄
草
花
恋
（
続
詞
花
） 
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星 稜 論 苑 第 43 号 

 

一

五 

の
さ
し
も
草
」
を
詠
ん
だ
例
と
し
て
は
、
和
泉
式
部
に
よ
る
「
今
日
も
ま
た
か

く
や
い
ぶ
き
の
さ
し
も
草
さ
ら
ば
わ
れ
の
み
燃
え
や
わ
た
ら
ん
」
（
新
古
今

集⒃

・
巻
一
一
・
恋
歌
一
・
一
〇
一
二
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
「
さ
し
も
草
」

に
つ
い
て
は
、
順
徳
院
の
『
八
雲
御
抄⒄

』
や
顕
昭
の
『
袖
中
抄⒅

』
、
契
沖
の
『
百

人
一
首
改
観
抄
』
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
解
釈
を
み
て
も
、

「
い
ぶ
き
の
さ
し
も
草
」
は
下
句
を
導
く
序
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
寄
草
恋
」
題
に
お
け
る
寄
物
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
草
は
、
あ
く

ま
で
も
恋
情
を
伝
え
る
た
め
の
媒
材
で
あ
り
、
そ
の
本
質
は
恋
情
の
伝
達
を
よ

り
効
果
的
に
す
る
た
め
の
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

定
数
歌
の
場
合
、「
寄
草
恋
」
の
歌
題
が
最
初
に
み
ら
れ
る
の
は
宝
治
百
首
で

あ
る
。
宝
治
百
首
は
、
後
嵯
峨
院
が
続
後
撰
集
の
選
定
の
た
め
に
、
そ
の
資
料

と
な
る
歌
を
当
代
の
歌
人
四
〇
名
か
ら
召
し
た
百
首
で
、
披
講
は
宝
治
二
（
一

二
四
八
）
年
ご
ろ
と
さ
れ
る
。
春
20
・
夏
10
・
秋
20
・
冬
10
・
恋
20
・
雑
20

か
ら
な
る
百
題
百
首
で
構
成
さ
れ
、
恋
の
部
に
「
寄
草
恋
」
題
の
四
〇
首
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
定
数
歌
に
お
け
る
寄
恋
題
の
出
現
は
、
藤
原
為
忠
が
長
承
元

（
一
一
三
二
）
年
か
ら
保
延
二
（
一
一
三
六
）
年
に
か
け
て
二
度
に
わ
た
っ
て
催

し
た
為
忠
朝
臣
家
両
度
百
首
の
う
ち
の
後
度
百
首
に
す
で
に
み
ら
れ
る
が
、
そ

こ
で
は
「
寄
草
恋
」
は
な
く
、
恋
一
五
首
の
部
に
「
寄
井
恋
」「
寄
鷹
恋
」「
寄

鏡
恋
」「
寄
錦
恋
」
「
寄
糸
恋
」
と
い
う
独
自
性
の
あ
る
個
性
的
寄
物
が
提
示
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
宝
治
百
首
以
降
で
は
、
永
享
百
首
、
仙
洞
句
題
五
十
首
、

正
徹
千
首
な
ど
に
「
寄
草
恋
」
題
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

 

勅
撰
集
に
お
い
て
、
恋
歌
の
部
立
の
な
か
に
、「
草
に
寄
す
恋
」
題
を
も
つ
の

は
、
こ
の
宝
治
百
首
を
資
料
と
す
る
続
後
撰
集
・
二
首
（
六
五
一
・
六
八
一
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
続
古
今
集
・
四
首
（
一
〇
〇
三
・
一
一
二
八
・
一
二
七
〇
・

一
三
五
七
）
、
続
拾
遺
集
・
二
首
（
一
〇
四
一
・
一
〇
七
三
）、
新
後
撰
集
二
首

（
一
一
四
二
・
一
一
四
三
）
、
続
後
拾
遺
集
・
一
首
（
七
七
四
）
、
風
雅
和
歌
集
・

一
首
（
三
八
四
）
、
新
千
載
集
・
一
首
（
一
四
八
一
）
、
新
拾
遺
集
・
一
首
（
一

二
九
六
）、
新
後
拾
遺
集
・
一
首
（
一
二
三
八
）、
新
続
古
今
集
・
六
首
（
一
〇

六
一
・
一
一
一
一
・
一
二
一
二
・
一
三
七
三
・
一
四
四
七
・
一
五
二
六
）
を
数

え
る
。
こ
の
う
ち
の
多
く
は
詞
書
に
よ
る
と
、、
宝
治
百
首
、
建
保
六
（
一
二
一

八
）
年
～
承
久
二
（
一
二
二
〇
）
年
ご
ろ
の
道
助
法
親
王
家
五
十
首
、
弘
長
三
（
一

二
六
三
）
年
内
裏
百
首
歌
、
建
仁
元
（
一
二
〇
一
）
年
後
鳥
羽
院
五
十
首
歌
な
ど

を
出
典
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

恋
歌
に
お
け
る
「
寄
草
」
と
い
う
題
詞
を
も
つ
「
草
」
を
媒
材
と
す
る
歌
題

の
展
開
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
の
系
譜
は
次
の
よ
う
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
寄
草
恋
」
に
お
け
る
「
草
」
が
「
草
花
」
に
転
化
す
る
も
の
、
「
恋
」
が
「
述

懐
」
「
祝
」
な
ど
別
の
部
立
に
転
ず
る
も
の
、
「
恋
」
が
時
系
列
に
よ
る
「
初
恋
」

「
忍
恋
」「
絶
恋
」
と
表
現
さ
れ
る
も
の
、
「
草
」
が
固
有
名
詞
の
「
月
草
」
「
菅
」

な
ど
に
限
定
さ
れ
る
も
の
と
い
う
分
類
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。 
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草を媒材とする恋歌 

 

一
四

旅
恋 

 
 

寄
月
恋 

寄
雲
恋 

寄
風
恋
／
寄
雨
恋 

寄
煙
恋 

 

寄
山
恋 

 

寄
海
恋 

寄
河
恋 

 

寄
関
恋 

寄
橋
恋 

寄
草
恋
／
寄
木
恋 

寄
鳥
恋 

 

寄
獣
恋 

 

寄
虫
恋 

寄
笛
恋 

 

寄
琴
恋 

寄
絵
恋 

寄
衣
恋
／
寄
席
恋 

寄
遊
女
恋 

寄
傀
儡
恋 

寄
海
人
恋 

寄
樵
人
恋 
寄
商
人
恋 

 

こ
の
う
ち
の
「
寄
草
恋
」
の
歌
は
一
〇
二
一
番
か
ら
一
〇
三
二
番
ま
で
の
、

次
の
よ
う
な
六
組
一
二
首
で
あ
る
。、 

わ
す
ら
る
る
人
の
の
き
ば
の
し
の
ぶ
ぐ
さ
な
み
だ
の
あ
め
ぞ
つ
ゆ
け
か
り

け
る 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
〇
二
一
・
兼
宗
） 

こ
ひ
づ
ま
の
や
が
て
の
き
ば
に
な
り
ゆ
け
ば
い
と
ど
し
の
ぶ
の
く
さ
ぞ
し

げ
れ
る 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
〇
二
二
・
経
家
） 

い
ま
は
さ
は
あ
は
れ
と
お
も
へ
す
が
の
ね
の
な
が
き
こ
こ
ろ
の
ほ
ど
は
み

つ
ら
ん 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
（
一
〇
二
三
・
季
経
） 

夜
と
と
も
に
か
わ
く
ま
も
な
き
わ
が
袖
や
し
ほ
ひ
も
わ
か
ぬ
な
み
の
し
た

草 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
〇
二
四
・
隆
信
） 

う
ち
た
の
む
ひ
と
の
気
色
の
秋
か
ぜ
に
心
の
そ
こ
の
か
や
が
し
た
を
れ 

（
一
〇
二
五
・
有
家
） 

あ
さ
ま
し
や
な
ど
か
お
も
ひ
の
さ
し
も
ぐ
さ
つ
ゆ
も
お
き
あ
へ
ず
は
て
は

も
ゆ
ら
ん 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
〇
二
六
・
寂
蓮
） 

も
も
よ
ぐ
さ
も
も
よ
ま
で
な
ど
た
の
め
け
ん
か
り
そ
め
ぶ
し
の
し
ぢ
の
は

し
が
き 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
〇
二
七
・
顕
昭
） 

あ
ふ
こ
と
は
い
つ
と
い
ぶ
き
の
峰
に
お
ふ
る
さ
し
も
た
え
せ
ぬ
お
も
ひ
な

り
け
り 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
〇
二
八
・
家
房
） 

ひ
と
ま
ち
し
に
は
の
あ
さ
ぢ
ふ
し
げ
り
あ
ひ
て
こ
こ
ろ
に
な
ら
す
み
ち
し

ば
の
つ
ゆ 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
〇
二
九
・
良
経
） 

あ
き
風
に
な
び
く
あ
さ
ぢ
の
色
よ
り
も
か
は
る
は
ひ
と
の
こ
こ
ろ
な
り
け

り 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
〇
三
〇
・
家
隆
） 

い
は
ざ
り
き
我
が
身
ふ
る
や
の
し
の
ぶ
ぐ
さ
お
も
ひ
た
が
へ
て
た
ね
を
ま

け
と
は 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
〇
三
一
・
定
家
） 

な
が
め
す
る
こ
こ
ろ
の
ね
よ
り
お
ひ
そ
め
て
の
き
の
し
の
ぶ
は
し
げ
る
な

る
べ
し 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
一
〇
三
二
・
信
定
） 

 

こ
こ
で
詠
ま
れ
て
い
る
草
の
う
ち
、
菅
（
一
〇
二
三
）
、
萱
（
一
〇
二
五
）、

も
も
よ
草
（
一
〇
二
七
）
、
浅
茅
（
一
〇
二
九
・
一
〇
三
〇
）、
芝
（
一
〇
二
九
）

は
、
い
ず
れ
も
万
葉
集
の
寄
草
恋
歌
で
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

下
草
（
一
〇
二
四
）、
忍
草
（
一
〇
二
一
・
一
〇
二
二
）
は
、
植
物
そ
の
も
の
の

固
有
の
名
前
で
は
な
く
、
普
通
名
詞
と
し
て
の
草
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
下
草

は
一
般
的
な
下
生
え
の
草
を
い
い
、
忍
草
は
「
偲
ぶ
」
と
い
う
心
を
単
な
る
掛

詞
と
し
て
用
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
さ
し
も
草
（
一
〇
二
六
・

一
〇
二
八
）
は
、
「
も
ぐ
さ
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
後
拾
遺
集⒂

の
「
か
く
と
だ
に

え
や
は
い
ぶ
き
の
さ
し
も
ぐ
さ
さ
し
も
し
ら
じ
な
も
ゆ
る
お
も
ひ
を
（
巻
一

一
・
恋
一
・
六
一
二
・
藤
原
実
方
）」
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
い
ぶ
き
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一

三 

る
が
、
表
現
形
態
に
お
い
て
は
草
を
媒
材
と
し
て
い
る
恋
歌
と
判
断
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
譬
喩
歌
と
い
う
標
題
の
も
と
に
あ
る
巻
三
の
歌
二
四
首
（
三
九
〇

～
四
一
四
）
の
う
ち
、
次
の
よ
う
な
五
首
は
、
恋
情
を
草
と
い
う
媒
材
に
託
し

て
詠
ん
だ
歌
、
恋
愛
感
情
の
象
徴
と
し
て
草
と
い
う
媒
材
が
詠
ま
れ
て
い
る
歌
、

あ
る
い
は
、
恋
の
相
手
を
草
に
喩
え
た
歌
で
あ
り
、
こ
れ
ら
も
草
を
媒
材
と
す

る
恋
歌
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 
 

 

笠
女
郎
が
大
伴
宿
禰
家
持
に
贈
る
歌
三
首 

 
 

託
馬
野
に
生
ふ
る
紫
草
衣
に
染
め
い
ま
だ
着
ず
し
て
色
に
出
で
に
け
り 

（
三
九
五
） 

 
 

陸
奥
の
真
野
の
草
原
遠
け
ど
も
面
影
に
し
て
見
ゆ
と
い
ふ
も
の
を 

（
三
九
六
） 

 
 

奥
山
の
岩
本
菅
を
根
深
め
て
結
び
し
心
忘
れ
か
ね
つ
も 

 

（
三
九
七
） 

 
 
 

 

大
伴
宿
禰
駿
河
麻
呂
、
同
じ
坂
上
家
の
二
嬢
を
娉
ふ
歌
一
首 

 
 

春
霞
春
日
の
里
の
植
ゑ
小
水
葱
苗
な
り
と
言
ひ
し
柄
は
さ
し
に
け
む 

（
四
〇
七
） 

 
 
 

 

大
伴
宿
禰
家
持
が
歌
一
首 

 
 

あ
し
ひ
き
の
岩
根
こ
ご
し
み
菅
の
根
を
引
か
ば
難
み
と
標
の
み
そ
結
ふ 

（
四
一
四
） 

 

恋
の
歌
に
詠
ま
れ
る
、
媒
材
と
し
て
の
草
は
、
原
則
的
に
は
比
喩
表
現
で
あ

り
、
叙
景
歌
と
し
て
の
実
景
表
現
の
要
素
は
乏
し
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
分
類
法

に
お
い
て
漢
詩
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
人
麻
呂
歌
集
の
「
寄
草
恋
」

の
歌
の
表
現
方
法
で
あ
り
、
そ
の
様
式
は
万
葉
歌
人
に
よ
っ
て
再
創
造
さ
れ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

  
 
 

 
 

三 

 

歌
合
に
お
い
て
、「
寄
草
恋
」
題
が
み
ら
れ
る
の
は
、
六
百
番
歌
合⒁

が
そ
の
最

も
初
期
の
も
の
と
み
な
さ
れ
よ
う
。
六
百
番
歌
合
は
、
藤
原
良
経
の
主
催
し
た

歌
合
で
、
建
久
三
（
一
一
九
二
）
年
に
企
画
さ
れ
、
翌
四
年
に
披
講
・
評
定
さ
れ

て
い
る
。
出
題
は
良
経
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
歌
題
は
、
前
半
の
四
季
部
五
〇

題
と
後
半
の
恋
部
五
〇
題
の
二
部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
春
15
・
夏
10
・
秋

15
・
冬
10
・
恋
50
の
百
題
を
纂
す
る
。
恋
部
五
〇
題
に
関
し
て
は
、
前
半
の

二
五
題
が
時
間
の
経
過
に
よ
る
恋
の
進
行
状
態
に
基
づ
く
設
題
、
後
半
の
二
五

題
が
「
寄
物
恋
」
の
形
式
の
組
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
歌
題
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。 

 
 
 

 

恋 

初
恋 

 
 

忍
恋 

 

聞
恋 

 

見
恋 

／
尋
恋 

 

祈
恋 

 
 

契
恋 

 
 

待
恋 

遇
恋 

 
 

別
恋 

 

顕
恋 

 

稀
恋 

／
絶
恋 

 

怨
恋 

 
 

旧
恋 

 
 

暁
恋 

朝
恋 

 
 

昼
恋 

 

夕
恋 

 

夜
恋 

／
老
恋 

 

幼
恋 

 
 

遠
恋 

 
 

近
恋 
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一
二

 
 
 

 

右
は
、
中
郎
の
足
疾
に
よ
り
、
こ
の
歌
を
贈
り
て
問
訊
せ
る
な
り 

（
巻
二
・
相
聞
・
一
二
八
） 

 
 
 

 
碁
檀
越
、
伊
勢
国
に
行
き
し
時
に
、
留
ま
れ
る
妻
が
作
る
歌
一
首 

 
 

神
風
の
伊
勢
の
浜
荻
折
り
伏
せ
て
旅
寝
や
す
ら
む
荒
き
浜
辺
に 

（
巻
四
・
相
聞
・
五
〇
〇
） 

 
 
 

 

大
伴
坂
上
郎
女
の
歌
二
首 

 
 
 

 
 

（
五
六
三
番
・
五
六
四
番
） 

 
 

山
菅
の
実
成
ら
ぬ
こ
と
を
我
に
寄
そ
り
言
は
れ
し
君
は
誰
と
か
寝
ら
む 

（
巻
四
・
相
聞
・
五
六
四
） 

 
 
 

 

大
伴
坂
上
家
の
大
嬢
が
大
伴
宿
禰
家
持
に
報
へ
贈
る
歌
四
首 

（
五
八
一
番
～
五
八
四
番
） 

 
 

月
草
の
う
つ
ろ
ひ
易
く
思
へ
か
も
我
が
思
ふ
人
の
言
も
告
げ
来
ぬ 

（
巻
四
・
相
聞
・
五
八
三
） 

 
 
 

 

笠
女
郎
が
大
伴
宿
禰
家
持
に
贈
る
歌
二
十
四
首 

（
五
八
七
番
～
六
一
〇
番
） 

 
 

我
が
や
ど
の
夕
影
草
の
白
露
の
消
ぬ
が
に
も
と
な
思
ほ
ゆ
る
か
も 

（
巻
四
・
相
聞
・
五
九
四
） 

 
 
 

 

中
臣
女
郎
が
大
伴
宿
禰
家
持
に
贈
る
歌
五
首 （

六
七
五
番
～
六
七
九
番
） 

 
 

否
と
言
は
ば
強
ひ
め
や
我
が
背
菅
の
根
の
思
ひ
乱
れ
て
恋
ひ
つ
つ
も
あ
ら

む 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
巻
四
・
相
聞
・
六
七
九
） 

 
 
 

 

広
河
女
王
の
歌
二
首 

 
 

 
 
 

 
 

（
六
九
四
番
・
六
九
五
番
） 

 
 

恋
草
を
力
車
に
七
車
積
み
て
恋
ふ
ら
く
我
が
心
か
ら 

（
巻
四
・
相
聞
・
六
九
四
） 

 
 
 

 

大
伴
宿
禰
像
見
我
歌
三
首 

 
 
 

 
 

（
六
九
七
番
～
六
九
九
番
） 

 
 

我
が
聞
き
に
か
け
て
な
言
ひ
そ
刈
り
薦
の
乱
れ
て
思
ふ
君
が
た
だ
か
そ 

（
巻
四
・
相
聞
・
六
九
七
） 

 
 
 

 

大
伴
宿
禰
家
持
が
童
女
に
贈
る
歌
一
首 

 
 

は
ね
縵
今
す
る
妹
を
夢
に
見
て
心
の
内
に
恋
ひ
渡
る
か
も 

（
巻
四
・
相
聞
・
七
〇
五
） 

 
 
 

 

童
女
が
来
報
ふ
る
歌
一
首 

 
 

は
ね
縵
今
す
る
妹
は
な
か
り
し
を
い
づ
れ
の
妹
そ
そ
こ
ば
恋
ひ
た
る 

（
巻
四
・
相
聞
・
七
〇
六
） 

 
 
 

 

大
伴
宿
禰
家
持
が
坂
上
家
の
大
嬢
に
贈
る
歌
二
首 

離
絶
数
年
、
ま
た

会
ひ
て
相
聞
往
来
す 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
七
二
七
番
・
七
二
八
番
） 

 
 

忘
れ
草
我
が
下
紐
に
付
け
た
れ
ど
醜
の
醜
草
言
に
し
あ
り
け
り 

（
巻
四
・
相
聞
・
七
二
七
） 

 
 
 

 

藤
原
朝
臣
久
須
麻
呂
の
来
報
ふ
る
歌
二
首
（
七
九
一
番
・
七
九
二
番
） 

 
 

奥
山
の
岩
陰
に
生
ふ
る
菅
の
根
の
ね
も
こ
ろ
我
も
相
思
は
ざ
れ
や 

（
巻
四
・
相
聞
・
七
九
一
） 

 

こ
れ
ら
の
歌
は
、
そ
の
題
詞
か
ら
唱
和
・
贈
答
の
詠
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
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（
春
相
聞
・
一
九
二
一
） 

人
言
は
夏
野
の
草
の
繁
く
と
も
妹
と
我
と
し
携
は
り
寝
ば 

（
夏
相
聞
・
一
九
八
三
） 

こ
の
こ
ろ
の
恋
の
繁
け
く
夏
草
の
刈
り
払
へ
ど
も
生
ひ
及
く
ご
と
し 

（
夏
相
聞
・
一
九
八
四
） 

ま
葛
延
ふ
夏
野
の
繁
く
か
く
恋
ひ
ば
ま
こ
と
我
が
命
常
な
ら
め
や
も 

（
夏
相
聞
・
一
九
八
五
） 

我
の
み
や
か
く
恋
す
ら
む
か
き
つ
は
た
に
つ
ら
ふ
妹
は
い
か
に
か
あ
る
ら

む 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

（
夏
相
聞
・
一
九
八
六
） 

道
の
辺
の
尾
花
が
下
の
思
ひ
草
今
更
々
に
何
を
か
思
は
む 

（
秋
相
聞
・
二
二
七
〇
） 

 

こ
こ
で
詠
ま
れ
て
い
る
草
は
、
春
の
相
聞
歌
で
は
、
春
菜
（
一
九
一
九
）、
春

草
（
一
九
二
〇
）
、
菅
（
の
根
）
（
一
九
二
一
）
、
夏
の
相
聞
歌
で
は
、
夏
野
の
草

（
一
九
八
三
）
、
夏
草
（
一
九
八
四
）、
葛
（
一
九
八
五
）
、
杜
若
（
一
九
八
六
）
、

秋
の
相
聞
歌
で
は
、
尾
花
（
薄
）・
思
草
（
二
二
七
〇
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
歌

に
み
る
媒
材
と
し
て
の
草
は
、
原
則
的
に
は
比
喩
表
現
で
あ
り
、
草
の
名
前
か

ら
連
想
さ
れ
る
音
や
言
葉
、
あ
る
い
は
そ
の
形
態
や
草
の
も
っ
て
い
る
機
能
に

意
味
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
寄
物
陳
思
歌
、
譬
喩
歌
の
手
法
と
も
共

通
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

万
葉
集
に
お
け
る
、「
寄
草
」
の
題
詞
も
し
く
は
左
注
の
あ
る
こ
れ
ら
の
歌
の

表
現
形
式
は
、
作
者
や
作
歌
事
情
の
判
明
し
て
い
る
相
聞
歌
の
中
に
も
多
く
見

出
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
万
葉
集
の
「
相
聞
」
は
、
唱
和
・
贈
答
の

意
味
を
も
ち
、
親
子
・
兄
弟
・
姉
妹
・
友
人
な
ど
の
間
の
私
的
情
愛
を
詠
む
も

の
も
含
む
が
、
こ
こ
で
は
恋
歌
に
お
け
る
用
例
に
限
定
し
て
お
く
。
そ
れ
は
た

と
え
ば
巻
二
や
巻
四
の
相
聞
歌
に
み
る
、
藤
原
鎌
足
、
草
壁
皇
子
、
大
伴
坂
上

郎
女
、
大
伴
家
持
な
ど
の
歌
人
に
よ
る
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。 

 
 
 

 

内
大
臣
藤
原
卿
、
鏡
王
女
に
報
へ
贈
る
歌
一
首 

 
 

玉
く
し
げ
み
も
ろ
の
山
の
さ
な
葛
さ
寝
ず
は
遂
に
あ
り
か
つ
ま
し
じ
〈
或

本
の
歌
に
曰
く
、
「
玉
く
し
げ
三
室
外
山
の
」
〉 

 

（
巻
二
・
相
聞
・
九
四
） 

 
 
 

 

久
米
禅
師
が
石
川
郎
女
を
娉
ふ
時
の
歌
五
首
（
九
六
番
～
一
〇
〇
番
） 

 
 

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
我
が
引
か
ば
う
ま
人
さ
び
て
否
と
言
は
む
か
も 

禅
師 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
巻
二
・
相
聞
・
九
六
） 

 
 

み
薦
刈
る
信
濃
の
真
弓
引
か
ず
し
て
強
作
留
わ
ざ
を
知
る
と
い
は
な
く
に 

郎
女 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

（
巻
二
・
相
聞
・
九
七
） 

 
 
 

 

日
並
皇
子
尊
、
石
川
郎
女
に
贈
り
給
ふ
御
歌
一
首 

女
郎
、
字
を
大
名

児
と
い
ふ 

 
 

大
名
児
を
彼
方
野
辺
に
刈
る
草
の
束
の
間
も
我
忘
れ
め
や 

（
巻
二
・
相
聞
・
一
一
〇
） 

 
 
 

 
同
じ
石
川
女
郎
、
更
に
大
伴
田
主
中
郎
に
贈
る
歌
一
首 

 
 

我
が
聞
き
し
耳
に
よ
く
似
る
葦
の
末
の
足
ひ
く
我
が
背
つ
と
め
た
ぶ
べ
し 
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一
〇

聞
、
と
い
う
構
成
を
と
る
が
、
こ
れ
ら
の
部
立
の
う
ち
、
草
を
媒
材
と
す
る
歌

は
、
春
の
相
聞
、
夏
の
相
聞
、
秋
の
相
聞
に
そ
れ
ぞ
れ
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。「
何
を
詠
む
」と
い
う
表
現
形
式
で
対
象
を
詠
む
歌
に
は
、
た
と
え
ば
、

春
の
雑
歌
で
は
、
「
鳥
を
詠
む
（
二
十
四
首
）」
「
霞
を
詠
む
（
三
首
）」
「
柳
を
詠

む
（
八
首
）
」
「
花
を
詠
む
（
二
十
首
）」
「
月
を
詠
む
（
三
首
）」
「
雨
を
詠
む
（
一

首
）
」「
川
を
詠
む
（
一
首
）
」
「
煙
を
詠
む
（
一
首
）」
な
ど
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。

夏
の
雑
歌
で
は
、
鳥
、
蟬
、
榛
、
花
、
秋
の
雑
歌
で
は
、
花
、
雁
、
鹿
の
音
、

蟬
、
蟋
蟀
、
蝦
、
鳥
、
露
、
山
、
黄
葉
、
水
田
、
河
、
月
、
風
、
芳
、
雨
、
霜
、

冬
の
雑
歌
で
は
、
雪
、
花
、
露
、
黄
葉
、
月
、
と
い
っ
た
景
物
が
並
ぶ
。
こ
こ

で
は
、
相
聞
歌
で
は
詠
ま
れ
て
い
る
「
草
」
が
、
雑
歌
で
は
対
象
と
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 

 

譬
喩
歌
の
場
合
、
ま
と
ま
っ
た
歌
群
数
と
し
て
は
、
巻
一
〇
の
「
花
に
寄
す

る
」
歌
が
最
大
数
を
も
ち
、
そ
の
内
訳
は
、
春
の
相
聞
に
九
首
、
夏
の
相
聞
に

七
首
、
秋
の
相
聞
に
二
三
首
、
冬
の
相
聞
に
一
首
と
な
る
。
「
草
に
寄
す
る
」
恋

歌
は
、
譬
喩
歌
に
お
い
て
は
、
「
花
に
寄
す
る
」
恋
歌
の
二
三
首
に
次
ぐ
歌
数
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
七
の
譬
喩
歌
一
〇
八
首
（
一
二
九
六
～
一
四
〇
三
）
に

お
い
て
は
、
最
も
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
の
が
、
「
草
に
寄
す
る
」
歌
の
一
七
首
と

な
り
、
巻
七
に
お
い
て
は
次
い
で
「
玉
に
寄
す
る
」
一
六
首
、「
海
に
寄
す
る
」

九
首
、「
衣
に
寄
す
る
」「
木
に
寄
す
る
」
各
八
首
、「
花
に
寄
す
る
」
「
河
に
寄

す
る
」
各
七
首
、
「
山
に
寄
す
る
」「
船
に
寄
す
る
」
各
五
首
、「
月
に
寄
す
る
」

「
藻
に
寄
す
る
」
各
四
首
、
以
下
「
弓
」
「
雨
」「
神
」
「
浦
の
沙
」
が
各
二
首
、

「
糸
」「
倭
琴
」「
稲
」
「
鳥
」
「
獣
」「
雲
」
「
雷
」「
赤
土
」「
埋
れ
木
」
各
一
首

と
続
く
。
巻
一
一
・
一
二
の
寄
物
陳
思
歌
の
場
合
、
寄
物
陳
思
歌
の
総
数
は
そ

れ
ぞ
れ
三
〇
二
首
、
一
五
〇
首
と
な
る
が
、
両
巻
と
も
最
大
歌
数
群
は
い
ず
れ

も
「
草
に
寄
す
る
」
恋
歌
で
あ
り
、
そ
の
歌
群
数
が
一
七
首
と
二
七
首
を
数
え

る
の
で
あ
る
。 

 

「
何
を
詠
む
」「
何
に
寄
す
る
」
の
分
類
項
目
は
、
巻
七
に
も
み
ら
れ
る
も
の

だ
が
、
巻
七
に
お
い
て
も
同
様
に
、
譬
喩
歌
の
部
に
「
草
に
寄
す
る
」
と
題
す

る
歌
が
十
七
首
あ
る
の
に
対
し
て
、
雑
歌
の
部
に
は
「
草
を
詠
む
」
と
題
す
る

用
例
が
一
例
あ
る
だ
け
で
あ
る
。ま
た
そ
の
歌
、「
妹
ら
が
り
我
が
行
く
道
の
篠

す
す
き
我
し
通
は
ば
な
び
け
篠
原
」（
一
一
二
一
）の
場
合
、
そ
の
内
容
は
草
（
篠

す
す
き
・
篠
原
）
を
対
象
と
す
る
叙
景
歌
と
い
う
よ
り
は
、
相
聞
歌
に
類
す
る

も
の
だ
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

巻
一
〇
の
相
聞
歌
に
お
け
る
作
者
不
明
の
「
草
に
寄
す
る
」
と
題
さ
れ
る
の

は
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。 

国
栖
ら
が
春
菜
摘
む
ら
む
司
馬
の
野
の
し
ば
し
ば
君
を
思
ふ
こ
の
こ
ろ 

（
春
相
聞
・
一
九
一
九
） 

春
草
の
繁
き
我
が
恋
大
き
海
の
辺
に
行
く
波
の
千
重
に
積
も
り
ぬ 

（
春
相
聞
・
一
九
二
〇
） 

お
ほ
ほ
し
く
君
を
相
見
て
菅
の
根
の
長
き
春
日
を
恋
ひ
渡
る
か
も 
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近
江
の
や
八
橋
の
篠
を
矢
は
が
ず
て
ま
こ
と
あ
り
得
む
や
恋
し
き
も
の
を 

（
一
三
五
〇
） 

月
草
に
衣
は
摺
ら
む
朝
露
に
濡
れ
て
の
後
は
う
つ
ろ
ひ
ぬ
と
も 

（
一
三
五
一
） 

我
が
心
ゆ
た
に
た
ゆ
た
に
浮
き
蒪
辺
に
も
沖
に
も
寄
り
か
つ
ま
し
じ 

（
一
三
五
二
） 

 

巻
一
一
の
譬
喩
歌
に
収
め
ら
れ
た
四
首
の
場
合
、
左
注
に
「
右
の
四
首
、
草

に
寄
せ
て
思
ひ
を
喩
へ
た
る
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
分
類
上
は
譬
喩
歌
と

さ
れ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
は
い
ず
れ
も
寄
物
陳
思
の
な
か
に
纂
め
る
べ
き
表

現
形
式
と
い
え
る
。
そ
の
四
首
は
以
下
で
あ
る
。 

真
葛
延
ふ
小
野
の
浅
茅
を
心
ゆ
も
人
引
か
め
や
も
我
が
な
け
な
く
に 

（
二
八
三
五
） 

三
島
菅
い
ま
だ
苗
な
り
時
待
た
ば
着
ず
や
な
り
な
む
三
島
菅
笠 

（
二
八
三
六
） 

み
吉
野
の
水
隈
が
菅
を
編
ま
な
く
に
刈
り
の
み
刈
り
て
乱
り
て
む
と
や 

（
二
八
三
七
） 

川
上
に
洗
ふ
若
菜
の
流
れ
来
て
妹
が
あ
た
り
の
瀬
に
こ
そ
寄
ら
め 

（
二
八
三
八
） 

 

こ
こ
で
詠
ま
れ
て
い
る
草
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。 

 

          

万
葉
集
で
は
、
寄
物
陳
思
歌
、
譬
喩
歌
以
外
に
も
、
巻
一
〇
に
収
め
ら
れ
た

相
聞
歌
の
な
か
に
、「
草
に
寄
す
る
」
と
題
さ
れ
た
、
草
を
媒
材
と
し
て
詠
ま
れ

た
恋
の
歌
が
あ
る
。
巻
一
〇
は
、
四
季
の
部
立
を
も
ち
、
春
の
雑
歌
、
春
の
相

聞
、
夏
の
雑
歌
、
夏
の
相
聞
、
秋
の
雑
歌
、
秋
の
相
聞
、
冬
の
雑
歌
、
冬
の
相

作
者
不
詳
歌 

巻
一
一
譬
喩
歌 

 

作
者
不
詳
歌 

巻
七
譬
喩
歌 

山
野
の
草 

草
の
種
類 

山
野
の
草 

宿
の
草 

草
の
種
類 

浅
茅 

葛 

菅 

若
菜 

草
の
名
（
＊
印
は
草
の
名
と
し
て
未
詳
あ
る
い
は
不
審
の 

も
の
） 

浅
茅 

萱 

葛 

薦 

下
草 

篠 

菅 

月
草 

蓴 

か
き
つ
は
た 

＊
山
橘 

土
針 

草
の
名
（
＊
印
は
草
の
名
と
し
て
未
詳
あ
る
い
は
不
審
の 

も
の
） 
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巻
七
の
譬
喩
歌
に
お
け
る
配
列
と
そ
の
媒
材
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
衣

（
三
首
）・
玉
（
五
首
）・
木
（
二
首
）・
花
・
川
・
海
（
三
首
）
／
衣
（
五
首
）
・

糸
・
玉
（
一
一
首
）・
倭
琴
・
弓
（
二
首
）・
山
（
五
首
）・
草
（
一
七
首
）・
稲
・

木
（
六
首
）
・
花
（
六
首
）
・
鳥
・
獣
・
雲
・
雷
・
雨
（
二
首
）
・
月
（
四
首⒀

）
・

赤
土
・
神
（
二
首
）・
河
（
六
首
）・
埋
木
・
海
（
六
首
）・
浦
（
二
首
）・
藻
（
四

首
）
・
船
（
五
首
）
。
こ
の
う
ち
最
初
の
「
衣
」
か
ら
「
海
」
ま
で
の
一
五
首
は

左
注
に
よ
れ
ば
人
麻
呂
歌
集
歌
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
「
衣
」
か
ら
始
ま
る
寄

物
の
配
列
に
関
し
て
は
、
前
述
の
巻
一
一
・
一
二
の
作
者
不
詳
歌
、
巻
一
四
の

相
聞
の
場
合
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 



草を媒材とする恋歌 

 

八

 
 
 

 
 

二 

 

万
葉
集
に
お
け
る
譬
喩
歌
形
式
の
恋
の
歌
は
、
巻
三
・
七
・
一
〇
・
一
一
・

一
三
・
一
四
に
あ
る
が
、
最
も
多
く
の
歌
を
収
め
る
の
が
巻
七
で
、
そ
の
数
は

一
〇
七
首
に
の
ぼ
る
。
巻
七
の
後
半
部
に
纂
め
ら
れ
た
譬
喩
歌
部
で
は
「
寄
何
」

と
い
う
形
式
の
題
詞
を
特
徴
と
す
る
が
、
こ
れ
は
同
巻
の
冒
頭
に
お
か
れ
た
雑

歌
部
の
「
詠
何
」
と
い
う
形
式
の
題
詞
と
対
を
な
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
「
詠

何
」
の
形
式
の
雑
歌
は
巻
一
〇
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
形
式
に
つ
い

て
は
六
朝
の
「
雑
詩
」
に
同
様
の
形
式
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

こ
れ
ら
の
譬
喩
歌
部
の
恋
の
歌
の
う
ち
の
「
寄
草
」
の
題
を
も
つ
も
の
が
、

巻
七
の
一
七
首
（
一
三
三
六
～
一
三
五
二
）
と
、
巻
一
一
の
四
首
（
二
八
三
五

～
二
八
三
八
）
と
な
る
。 

冬
ご
も
り
春
の
大
野
を
焼
く
人
は
焼
き
足
ら
ね
か
も
我
が
心
焼
く 

（
一
三
三
六
） 

葛
城
の
高
間
の
草
野
は
や
知
り
て
標
刺
さ
ま
し
を
今
そ
悔
し
き 

（
一
三
三
七
） 

我
が
や
ど
に
生
ふ
る
土
針
心
ゆ
も
思
は
ぬ
人
の
衣
に
摺
ら
ゆ
な 

（
一
三
三
八
） 

月
草
に
衣
色
ど
り
摺
ら
め
ど
も
う
つ
ろ
ふ
色
と
言
ふ
が
苦
し
さ 

（
一
三
三
九
） 

紫
の
糸
を
そ
我
が
搓
る
あ
し
ひ
き
の
山
橘
を
貫
か
む
と
思
ひ
て 

（
一
三
四
〇
） 

ま
玉
つ
く
越
の
菅
原
我
が
刈
ら
ず
人
の
刈
ら
ま
く
惜
し
き
菅
原 

（
一
三
四
一
） 

山
高
み
夕
日
隠
り
ぬ
浅
茅
原
後
見
む
た
め
に
標
結
は
ま
し
を
（
一
三
四
二
） 

言
痛
く
は
か
も
か
も
せ
む
を
岩
代
の
野
辺
下
草
我
し
刈
り
て
ば
〈
一
に
云

ふ
、
「
紅
の
現
し
心
や
妹
に
逢
は
ざ
ら
む
」
〉 

 
 

 
 
 

 
 

（
一
三
四
三
） 

真
鳥
住
む
雲
梯
の
社
の
菅
の
根
を
衣
に
か
き
付
け
着
せ
む
児
も
が
も 

（
一
三
四
四
） 

常
な
ら
ぬ
人
国
山
の
秋
津
野
の
か
き
つ
は
た
を
し
夢
に
見
し
か
も 

（
一
三
四
五
） 

を
み
な
へ
し
佐
紀
沢
の
辺
の
ま
葛
原
い
つ
か
も
繰
り
て
我
が
衣
に
着
む 

（
一
三
四
六
） 

君
に
似
る
草
と
見
し
よ
り
我
が
標
め
し
野
山
の
浅
茅
人
な
刈
り
そ
ね 

（
一
三
四
七
） 

三
島
江
の
玉
江
の
薦
を
標
め
し
よ
り
己
が
と
そ
思
ふ
い
ま
だ
刈
ら
ね
ど 

（
一
三
四
八
） 

か
く
し
て
や
な
ほ
や
老
い
な
む
み
雪
降
る
大
荒
木
野
の
篠
に
あ
ら
な
く
に 

（
一
三
四
九
） 

― 127 ― 



星 稜 論 苑 第 43 号 

 

七 

 

ま
た
、
万
葉
歌
人
に
と
っ
て
は
、
草
は
鑑
賞
の
対
象
で
は
な
く
、
日
常
生
活

の
一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
寄
草
の
恋
歌
が
多
く
存

在
す
る
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
寄
草
の
恋
歌
に
詠
ま
れ
た
草
に
は
、
垣

根
や
屋
根
の
材
料
と
な
る
も
の
、
束
ね
た
り
編
ん
だ
り
し
て
つ
く
ら
れ
る
日
用

品
の
材
料
と
な
る
も
の
、
衣
服
の
材
料
と
な
る
も
の
、
薬
用
・
染
料
と
し
て
用

い
ら
れ
る
も
の
、
食
用
と
な
る
も
の
、
祭
礼
や
行
事
な
ど
を
行
う
際
に
飾
り
と

し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
な
ど
、
人
間
生
活
に
密
着
し
た
性
質
が
あ
る
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。
ま
た
、
「
忘
れ
草
」
の
よ
う
に
、
身
に
つ
け
る
と
憂
い
や
苦
し
み
が

忘
れ
ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
も
の
や
、
「
草
結
ぶ
」（
三
〇
五
六
）と
い
う
、

ま
じ
な
い
の
一
種
と
し
て
、
命
の
無
事
、
愛
の
普
遍
を
祈
っ
て
結
ん
だ
草
の
結

び
目
が
解
け
な
い
間
は
願
い
事
が
か
な
う
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
信
仰
な
ど
、
民

間
信
仰
、
習
俗
に
か
か
わ
る
「
草
」
も
詠
ま
れ
て
い
る
。 

 

万
葉
集
で
は
、
草
を
媒
材
と
し
て
心
情
を
伝
え
る
と
い
う
表
現
形
式
は
、
恋

歌
に
限
ら
ず
、
相
聞
以
外
の
分
類
に
属
す
る
雑
歌
の
な
か
に
も
用
い
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
例
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 
 

 

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
羈
旅
の
歌
八
首 

 

（
二
四
九
番
～
二
五
六
番
） 

 
 

飼
飯
の
海
の
庭
良
く
あ
ら
し
刈
り
薦
の
乱
れ
て
出
づ
見
ゆ
海
人
の
釣
船 

（
巻
三
・
雑
歌
・
二
五
六
） 

 
 
 

 

帥
大
伴
卿
の
歌
五
首 

 
 

 
 
 

 
 

（
三
三
一
番
～
三
三
五
番
） 

 
 

浅
茅
原
つ
ば
ら
つ
ば
ら
に
物
思
へ
ば
古
り
に
し
里
し
思
ほ
ゆ
る
か
も 

（
巻
三
・
雑
歌
・
三
三
三
） 

 
 

忘
れ
草
我
が
紐
に
付
く
香
久
山
の
古
り
に
し
里
を
忘
れ
む
が
た
め 

（
巻
三
・
雑
歌
・
三
三
四
） 

 
 
 

 

市
原
王
、
宴
に
し
て
父
安
貴
王
を
禱
ぐ
歌
一
首 

 
 

春
草
は
後
は
う
つ
ろ
ふ
巌
な
す
常
磐
に
い
ま
せ
貴
き
我
が
君 

（
巻
六
・
雑
歌
・
九
八
八
） 

 
 
 

 

高
宮
王
、
数
種
の
物
を
詠
む
歌
二
首 

（
三
八
五
五
番
・
三
八
五
六
番
） 

 
 

莢
に
延
ひ
お
ほ
と
れ
る
屎
葛
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
宮
仕
え
せ
む 

（
巻
一
六
・
有
由
縁
雑
歌
・
三
八
五
五
） 

 

ま
た
、
表
現
形
式
は
「
草
に
寄
す
る
恋
」
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
分

類
は
相
聞
で
は
な
く
、「
旋
頭
歌
」
や
「
挽
歌
」
と
な
っ
て
い
る
次
の
よ
う
な
用

例
も
あ
る
。 

 
 

新
室
の
壁
草
刈
り
に
い
ま
し
た
ま
は
ね
草
の
ご
と
寄
り
合
ふ
娘
子
は
君
が

ま
に
ま
に 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

（
巻
一
一
・
旋
頭
歌
・
二
三
五
一
） 

 
 

か
な
し
妹
を
い
づ
ち
行
か
め
と
山
菅
の
そ
が
ひ
に
寝
し
く
今
し
悔
し
も 

（
巻
一
四
・
挽
歌
・
三
五
七
七
） 

 

万
葉
歌
人
に
と
っ
て
「
草
」
と
い
う
媒
材
は
、
こ
の
よ
う
に
、
一
般
的
で
普

遍
性
の
あ
る
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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六

二
首
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
歌
の
内
容
は
、
三
四
五
五
～
三
四
八
〇
の
二
六
首

が
正
述
心
緒
、
三
四
八
一
～
三
五
六
六
の
八
六
首
が
寄
物
陳
思
に
相
当
す
る
も

の
に
な
っ
て
い
る
。
寄
物
陳
思
歌
の
媒
材
と
配
列
は
、
衣
（
三
首
）・
器
材
（
七

首
）・
植
物
〈
木
・
草
・
花
・
草
〉
（
一
八
首
）・
気
象
（
一
二
首
）・
動
物
〈
鳥
・

猟
獣
・
馬
〉
（
二
二
首
）・
地
象
〈
船
を
含
む
〉
（
二
三
首
）・
神
祇
で
あ
り
、
草

に
寄
せ
る
恋
の
歌
（
八
首
、
三
四
九
七
～
三
五
六
一
・
三
五
〇
五
～
三
五
〇
八
）

に
み
る
草
の
種
類
と
名
称
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。 

 

寄
物
の
配
列
に
関
し
て
は
、
巻
一
一
の
人
麻
呂
歌
集
歌
が
神
祇
で
始
ま
る
構

成
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
巻
一
一
・
一
二
の
作
者
不
詳
歌
、
巻
一
四
の
相
聞

の
八
六
首
で
は
い
ず
れ
も
衣
か
ら
始
ま
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
。 

 

万
葉
集
に
お
け
る
人
麻
呂
の
歌
に
は
、
題
詞
に
人
麻
呂
の
作
で
あ
る
こ
と
を

明
記
す
る
八
○
余
首
の
ほ
か
に
、
左
注
な
ど
に
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
之
歌
集
出
」

と
記
さ
れ
て
い
て
、
人
麻
呂
歌
集
か
ら
採
録
し
た
と
み
ら
れ
る
歌
三
六
六
首
が

あ
る
。
前
者
は
人
麻
呂
作
歌
と
称
さ
れ
、
後
者
は
歌
集
歌
と
呼
ば
れ
る
。
歌
集

歌
が
人
麻
呂
作
か
否
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
い
ま
だ
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

寄
物
分
類
に
つ
い
て
は
、
歌
集
歌
の
原
形
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
万
葉
集
の
歌
の
分
類
に
は
、
漢
詩
の
分
類
法
に
依
拠

し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
相
聞
歌
に
お
け
る
、
寄
物
陳
思
歌
、
正
述
心
緒
歌
、

譬
喩
歌
の
三
分
類
も
、
毛
詩
大
序
の
六
義
説
に
よ
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
寄
物
陳
思
歌
と
い
う
表
現
形
式
に
は
漢
文
学
の
影
響
が
あ
り
、

寄
物
の
配
列
に
も
お
そ
ら
く
人
麻
呂
歌
集
編
集
者
に
よ
る
一
定
の
基
準
の
案
出

が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
が
、
寄
物
の
な
か
で
「
草
」
と
い
う
媒
材
が
多

く
詠
ま
れ
て
い
る
現
象
に
つ
い
て
は
、
万
葉
人
と
植
物
と
の
関
わ
り
の
深
さ
の

反
映
を
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
万
葉
歌
人
の
植
物
に
対
す
る
強
い
関
心
は
、
万

葉
集
に
収
録
さ
れ
た
歌
の
う
ち
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
一
七
〇
〇
余
首
に
植

物
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。 

 

植
物
の
な
か
で
も
特
に
「
寄
草
」
の
恋
歌
群
が
ま
と
ま
っ
た
数
で
存
在
す
る

理
由
の
ひ
と
つ
に
は
、草
と
い
う
媒
材
の
種
類
の
多
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
こ
こ
で
草
の
名
と
し
て
頻
出
す
る
「
菅
」
は
、
品
種
が
二
百
種
も
あ

る
と
さ
れ
る
日
本
の
山
野
に
自
生
す
る
野
草
で
、
万
葉
集
に
お
い
て
も
「
有
間

菅
」
（
二
七
五
七
・
三
〇
六
四
）
、
「
巌
菅
」
（
二
四
七
二
）
、
「
岩
本
菅
」
（
三
九

七
・
二
七
六
一
）、
「
小
菅
」
（
二
四
七
〇
・
二
四
七
一
）
、「
し
づ
（
静
）
菅
」（
一

二
八
四
）
、「
白
菅
」（
二
八
〇
・
二
八
一
・
一
三
五
四
・
二
七
六
八
）
、「
七
相
菅
」

（
三
四
七
）
、
「
真
菅
」（
三
〇
八
七
）
、「
三
島
菅
（
三
島
菅
笠
）」
（
二
八
三
六
）
、

「
山
菅
」（
二
四
七
四
・
二
四
七
七
・
三
二
九
一
・
三
〇
五
一
・
三
〇
五
三
・
三

〇
六
六
・
四
四
八
四
）
な
ど
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。 

作
者
不
詳
歌 

巻
一
四
相
聞 

山
野
の
草 

草
の
種
類 

萱 

小
菅 
紫
草 

玉
葛 

＊
た
わ
み
ず
ら 
＊
は
だ
す
す
き 

＊
ね
つ
こ
草 

草
の
名
（
＊
印
は
草
の
名
と
し
て
未
詳
あ
る
い
は
不
審
の 

も
の
） 
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五 

首
）
・
花
（
四
首
）
・
玉
の
緒
（
七
首
）
・
隠
り
づ
・
貝
（
四
首
）
・
鳥
（
九
首
）。

媒
材
に
は
、
不
明
で
あ
っ
た
り
、
確
定
が
困
難
で
あ
っ
た
り
す
る
も
の
も
い
く

つ
か
あ
り
、
配
列
に
お
い
て
も
、
二
七
〇
一
番
か
ら
二
七
一
八
番
ま
で
の
一
八

首
は
「
川
に
寄
せ
る
恋
」
の
歌
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に
二
七
〇
七
番
の
「
沼

に
寄
せ
る
恋
」
が
混
じ
る
な
ど
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
草
を
媒
材
と

す
る
二
三
首
（
二
七
五
五
～
二
七
七
七
）
に
も
、
二
七
六
七
番
「
あ
し
ひ
き
の

山
橘
の
色
に
出
で
て
我
は
恋
ひ
な
む
を
人
目
難
み
す
な
」
、
二
七
七
三
番
「
さ
す

竹
の
世
隠
り
て
あ
れ
我
が
背
子
が
我
が
り
し
来
ず
は
我
恋
ひ
め
や
も
」
の
よ
う

に
、
こ
の
二
首
に
詠
ま
れ
た
「
山
橘
」
や
「
竹
」
は
草
で
は
な
い
の
だ
が
、
「
寄

草
」
の
な
か
に
収
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
編
纂
の
乱
れ
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
の

二
三
首
の
草
の
種
類
と
そ
の
名
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。 

 

巻
一
二
の
寄
物
陳
思
歌
の
場
合
、
二
八
五
一
番
か
ら
二
八
六
三
番
ま
で
の
一

三
首⑿

は
、
左
注
に
よ
る
と
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
之
歌
集
出
」
で
あ
り
、
二
九
六

四
番
か
ら
三
一
〇
〇
番
ま
で
の
一
三
七
首
が
出
典
不
明
の
歌
と
し
て
編
集
さ
れ

て
い
る
。
草
を
媒
材
と
す
る
の
は
、
人
麻
呂
歌
集
歌
に
二
首
、
作
者
不
詳
歌
に

二
七
首
あ
り
、
そ
の
媒
材
と
配
列
は
、
人
麻
呂
歌
集
歌
に
お
い
て
は
、
紐
お
よ

び
衣
・
道
・
神
祇
・
日
・
風
・
川
（
二
首
）・
木
・
草
（
二
首
）
と
な
っ
て
お
り
、

作
者
不
詳
歌
に
お
い
て
は
、
衣
（
九
首
）・
紐
お
よ
び
帯
（
五
首
）・
鏡
（
四
首
）
・

針
・
剣
（
二
首
）・
弓
（
五
首
）・
た
た
り
・
眉
・
た
す
き
・
縵
（
二
首
）・
薦
・

木
綿
・
橋
・
舟
・
田
（
二
首
）・
日
・
月
（
七
首
）・
衣
・
川
（
十
首
）・
池
・
沼

（
三
首
）・
堀
江
・
垂
水
・
波
（
四
首
）・
雲
（
三
首
）・
火
の
気
・
霧
（
三
首
）
・

霞
・
露
（
六
首
）
・
霜
（
二
首
）
・
雨
・
木
（
二
首
）・
草
（
二
七
首
）
・
藻
（
五

首
）・
玉
の
緒
（
三
首
）・
貝
・
虫
（
二
首
）・
鳥
（
九
首
）・
馬
（
三
首
）・
鹿
・

神
祇
と
な
っ
て
い
る
。
巻
一
二
の
寄
物
陳
思
歌
に
お
け
る
草
の
種
類
と
名
称
は

次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。 

 

巻
一
四
は
二
百
数
十
首
の
東
歌
を
集
め
て
い
る
が
、
題
詞
に
相
聞
と
あ
る
三

四
五
五
番
か
ら
三
五
六
六
番
ま
で
は
、
目
録
に
は
「
未
勘
国
相
聞
往
来
歌
百
十

  

作
者
不
詳
歌 

巻
一
一
寄
物
陳
思 

山
野
の
草 

道
辺
の
草 

宿
の
草 

草
の
種
類 

浅
茅 

葦 

に
こ
草 

ゑ
ぐ 

か
や 

月
草 

夏
草 

薦 

篠 

菅 

有
間
菅 

岩
本
菅 

小
菅 

白
菅 

玉
葛 

＊
山
橘 

＊
竹 

柴
草 

草 

蓼 草
の
名
（
＊
印
は
草
の
名
と
し
て
未
詳
あ
る
い
は
不
審
の 

も
の
） 

作
者
不
詳
歌 

人
麻
呂
歌
集
歌 

巻
一
二
寄
物
陳
思 

山
野
の
草 

山
の
草 

草
の
種
類 

麻 

浅
茅 

月
草 

忘
れ
草 

か
や 

葛く

ず 

さ
な
葛 

玉
葛 

菅 

有
間
菅 

山
菅 

＊
目
不
酔
草 

＊
藤 

菅 

山
菅 

草
の
名
（
＊
印
は
草
の
名
と
し
て
未
詳
あ
る
い
は
不
審
の 

も
の
） 
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四

見
渡
し
の
三
室
の
山
の
巌
菅
ね
も
こ
ろ
我
は
片
思
そ
す
る
〈
一
に
云
ふ
、

「
三
諸
の
山
の
岩
小
菅
」
〉                             

（
二
四
七
二
） 

菅
の
根
の
ね
も
こ
ろ
君
が
結
び
て
し
我
が
紐
の
緒
を
解
く
人
は
あ
ら
じ 

（
二
四
七
三
） 

山
菅
の
乱
れ
恋
の
み
せ
し
め
つ
つ
逢
は
ぬ
妹
か
も
年
は
経
に
つ
つ 

（
二
四
七
四
） 

我
が
や
ど
は
甍
し
だ
草
生
ひ
た
れ
ど
恋
忘
れ
草
見
る
に
い
ま
だ
生
ひ
ず 

（
二
四
七
五
） 

打
つ
田
に
稗
は
し
あ
ま
た
あ
り
と
言
へ
ど
選
ら
え
し
我
そ
夜
ひ
と
り
寝
る 

（
二
四
七
六
） 

あ
し
ひ
き
の
名
に
負
ふ
山
菅
押
し
伏
せ
て
君
し
結
ば
ば
逢
は
ざ
ら
め
や
も 

（
二
四
七
七
） 

秋
柏
潤
和
川
辺
の
篠
の
目
の
人
に
は
忍
び
君
に
堪
へ
な
く
に
（
二
四
七
八
） 

さ
ね
葛
後
も
逢
は
む
と
夢
の
み
を
う
け
ひ
渡
り
て
年
は
経
に
つ
つ 

（
二
四
七
九
） 

道
の
辺
の
い
ち
し
の
花
の
い
ち
し
ろ
く
人
皆
知
り
ぬ
我
が
恋
妻
は
〈
或
本

の
歌
に
曰
く
、
「
い
ち
し
ろ
く
人
知
り
に
け
り
継
ぎ
て
し
思
へ
ば
」
〉 （

二
四
八
〇
） 

大
野
ら
に
た
ど
き
も
知
ら
ず
標
結
ひ
て
あ
り
か
つ
ま
し
じ
我
が
恋
ふ
ら
く

は                                           

（
二
四
八
一
） 

 

こ
こ
で
詠
ま
れ
て
い
る
草
の
種
類
は
、
山
野
に
自
生
す
る
草
、
宿
に
生
え
る

草
、
道
の
辺
の
草
、
田
の
草
に
分
類
さ
れ
、
草
の
名
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
る
。 

 

巻
一
一
に
は
、
人
麻
呂
歌
集
歌
の
場
合
ほ
ど
は
配
列
の
整
理
が
さ
れ
て
は
い

な
い
が
、
同
じ
く
寄
物
陳
思
の
題
詞
を
も
つ
一
八
九
首
（
二
六
一
九
～
二
八
〇

七
）
の
出
典
不
明
の
歌
群
が
あ
る
。
そ
の
配
列
と
媒
材
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。
衣
（
八
首
）
・
縵
・
帯
・
枕
（
三
首
）
・
鏡
（
三
首
）
・
太
刀
（
三
首
）
・
弓

（
三
首
）・
鼓
・
灯
火
・
筵
・
橋
・
杣
・
浮
け
・（
不
明
）・
墨
縄
・
蚊
火
・
板
・

屋
・
馬
（
三
首
）・
道
・
神
祇
（
八
首
）・
月
（
一
〇
首
）・
雲
（
三
首
）・
風
（
三

首
）・
霧
・
雨
（
五
首
）・
露
（
六
首
）・
霜
・
土
・
山
（
四
首
）・
潟
・
瀬
・
淵
・

川
（
六
首
）
・
沼
・
川
（
一
一
首
）
・
沼
・
池
・
堰
・
野
・
埋
れ
木
・
こ
つ
み
・

埴
生
・
海
（
一
九
首
）
・
舟
（
五
首
）
・
木
（
五
首
）
・
草
（
二
三
首
）
・
藻
（
五

   

人
麻
呂
歌
集
歌 

巻
一
一
寄
物
陳
思 

山
野
の
草 

道
辺
の
草 

田
の
草 

宿
の
草 

草
の
種
類 

浅
茅 

葦 

し
り
草 

菅 

小
菅 

巌
菅 

 

山
菅 

篠 

さ
ね
葛 

 

＊
山
ぢ
さ 

＊
大
野 

（
草
深
）
百
合 

＊
い
ち
し 

稗 （
宿
の
）
草 

し
だ
草 

忘
れ
草 

草
の
名
（
＊
印
は
草
の
名
と
し
て
未
詳
あ
る
い
は
不
審
の 

も
の
） 
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三 

二
首
」
と
記
さ
れ
た
「
寄
物
陳
思
」
の
表
現
形
態
を
も
つ
八
六
首
（
三
四
八
一

～
三
五
六
六
）
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
八
首
（
三
四
九
七
～
三
五
〇
一
、
三
五

〇
七
～
三
五
〇
八
）
に
草
に
寄
す
る
恋
の
歌
が
み
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
巻
一

〇
の
相
聞
歌
の
な
か
に
も
「
寄
草
」
の
題
詞
の
あ
る
恋
の
歌
が
八
首
（
一
九
一

九
～
一
九
二
一
、
一
九
八
三
～
一
九
八
六
、
二
二
七
〇
）
確
認
で
き
る
。 

 

寄
物
陳
思
歌
は
万
葉
集
で
は
巻
一
一
・
一
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
目
録

に
よ
れ
ば
こ
の
両
巻
は
、
古
今
相
聞
往
来
歌
の
上
下
と
な
っ
て
お
り
、
対
を
な

す
も
の
で
あ
る
。
歌
数
は
、
巻
一
一
が
四
九
〇
首⑼

、
巻
一
二
が
三
八
〇
首⑽

で
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
作
歌
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
両
巻
と
も
に
柿
本
人
麻
呂

歌
集
の
歌
の
採
録
が
み
ら
れ
、
ま
た
、
作
者
不
詳
、「
季
語
」
の
な
い
相
聞
歌
を

収
録
し
て
い
る
。
寄
物
陳
思
歌
は
、
物
を
媒
介
に
し
て
自
己
の
恋
情
を
述
べ
る

歌
と
さ
れ
、こ
の
両
巻
で
は
、
寄
物
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
事
物
に
応
じ
て
、

神
祇
・
天
象
・
気
象
・
地
象
・
動
物
・
植
物
・
器
材
・
衣
服
・
玉
貝
・
雑
の
十

部
に
分
類
、
配
列
し
て
い
る
。
「
草
」
は
、
こ
の
う
ち
の
植
物
の
分
類
に
含
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
。 

 

巻
一
一
の
歌
四
九
〇
首
の
う
ち
、
左
注
に
「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
之
歌
集
出
」

と
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
人
麻
呂
歌
集
か
ら
採
録
し
た
と
さ
れ
る
も
の
は
、

正
述
心
緒
の
歌
四
七
首
（
二
三
六
八
～
二
四
一
四
）、
寄
物
陳
思
歌
九
三
首
（
二

四
一
五
～
二
五
〇
七
）、
問
答
歌
九
首
（
二
五
〇
八
～
二
五
一
六
）
の
計
一
四
九

首⑾

を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
の
寄
物
陳
思
歌
の
媒
材
と
配
列
を
み
る
と
、
神
祇
（
四

首
）
・
天
地
・
山
（
七
首
）
・
川
（
七
首
）
・
海
（
七
首
）
・
沼
・
大
地
・
石
（
二

首
）・
玉
（
四
首
）・
雲
（
四
首
）・
霧
・
雨
（
二
首
）・
霜
・
風
・
月
（
五
首
）
・

草
（
一
七
首
）
・
玉
藻
（
二
首
）
・
木
（
六
首
）
・
鳥
（
三
首
）
・
獣
・
船
・
蚕
・

習
俗
（
二
首
）
・
太
刀
（
二
首
）
・
櫛
・
鏡
（
二
首
）
・
枕
（
二
首
）
・
衣
・
弓
・

卜
占
（
二
首
）
と
な
っ
て
お
り
、
草
に
寄
せ
る
歌
の
数
が
群
を
抜
く
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。 

 

そ
の
「
草
」
を
媒
材
と
す
る
一
七
首
は
、
二
四
六
五
番
か
ら
二
四
八
一
番
の

以
下
の
歌
で
あ
る
。 

我
が
背
子
に
我
が
恋
ひ
居
れ
ば
我
が
や
ど
の
草
さ
へ
思
ひ
う
ら
ぶ
れ
に
け

り 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
二
四
六
五
） 

浅
茅
原
小
野
に
標
結
ひ
空
言
を
い
か
な
り
と
言
ひ
て
君
を
し
待
た
む 

（
二
四
六
六
） 

道
の
辺
の
草
深
百
合
の
後
も
と
言
ふ
妹
が
命
を
我
知
ら
め
や
も （

二
四
六
七
） 

湊
葦
に
交
じ
れ
る
草
の
し
り
草
の
人
皆
知
り
ぬ
我
が
下
思
ひ
は （

二
四
六
八
） 

山
ぢ
さ
の
白
露
重
み
う
ら
ぶ
れ
て
心
に
深
く
我
が
恋
止
ま
ず
（
二
四
六
九
） 

湊
に
さ
根
延
ふ
小
菅
ぬ
す
ま
は
ず
君
に
恋
ひ
つ
つ
あ
り
か
つ
ま
し
じ 

（
二
四
七
〇
） 

山
背
の
泉
の
小
菅
な
み
な
み
に
妹
が
心
を
我
が
思
は
な
く
に
（
二
四
七
一
） 
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二

寄
レ

海
恋
な
ど
、
万
物
に
よ
せ
て
出
す
も
、
心
は
ひ
と
し
き
也
。
よ
せ
恋
の
題

に
は
忍
恋
、
い
の
る
心
、
う
ら
む
る
心
、
逢
心
、
別
の
心
、
い
づ
れ
に
も
よ
む

べ
き
也
。
ふ
る
き
名
所
な
ど
に
も
よ
そ
へ
て
、
心
を
さ
ま
ざ
ま
に
め
ぐ
ら
す
べ

し
。
祈
恋
と
出
し
た
る
に
は
、
か
な
ら
ず
そ
の
心
を
と
り
あ
つ
め
て
よ
む
べ
き

也
。
恋
の
歌
に
は
春
夏
秋
冬
い
づ
れ
を
よ
む
と
も
く
る
し
か
ら
ず
」
と
解
説
さ

れ
て
い
る
。
古
今
集
以
来
、
勅
撰
集
恋
部
の
構
成
は
、
恋
愛
の
進
行
過
程
に
従
っ

て
、
「
逢
は
ぬ
恋
」
の
歌
に
始
ま
り
、
恋
愛
が
終
わ
っ
た
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
理

を
う
た
っ
た
歌
で
終
わ
る
と
い
う
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、『
筆
の
ま
よ
ひ
』

に
お
い
て
は
、
「
寄
せ
恋
」
の
形
式
に
お
い
て
も
同
様
の
構
成
を
基
底
と
す
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

草
を
媒
材
と
す
る
恋
歌
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
「
寄
せ
恋
」
の
系
譜
を

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
一
方
に
、
歌
題
を
「
草
」
に
限
定
す
る
類
題

集
の
系
譜
も
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
中
世
の
類
題
集
の
な
か
の
『
百
草
和

歌
集
』は
、「
草
」
を
媒
材
と
す
る
和
歌
集
で
あ
る
。こ
の
和
歌
集
に
つ
い
て
は
、

三
村
晃
功
氏
に
よ
る
「
三
手
文
庫
蔵
『
百
草
和
歌
抄
』
の
成
立
―
―
『
夫
木
和

歌
抄
』
亨
受
の
一
断
面
―
―
」
に
て
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
三

村
氏
は
そ
の
論
考
に
お
い
て
、
「
歌
題
を
『
草
』
に
絞
っ
て
類
聚
し
た
類
題
集
の

系
譜⑸

」
に
つ
い
て
、
貞
観
・
天
元
年
間
頃
の
成
立
（
九
七
六
～
九
八
二
）
と
さ
れ

る
『
古
今
和
歌
六
帖
』
に
始
ま
り
、
大
永
四
年
か
ら
慶
長
三
年
（
一
五
二
四
～
一

五
九
八
）
ま
で
に
は
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
『
纂
題
和
歌
集
』
ま
で
を
検
証

さ
れ
て
い
る⑹

。 

 

本
稿
で
は
、
草
を
媒
材
と
す
る
和
歌
の
こ
の
よ
う
な
系
譜
を
も
と
に
、
恋
歌

に
お
け
る
「
草
」
と
い
う
媒
材
を
巡
っ
て
、
そ
の
歌
題
意
識
と
表
現
形
態
に
つ

い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。 

 
 
 

 
 

一 

 

万
葉
集
に
お
け
る
「
草
」
を
媒
材
と
す
る
恋
歌
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
題
詞
や
左
注
に
「
草
に
寄
す
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
恋
歌
、
も

し
く
は
表
現
形
態
が
「
寄
草
」
で
あ
る
恋
歌
の
多
く
は
、
譬
喩
歌
、
寄
物
陳
思

歌
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
譬
喩
歌
と
い
う
標
題
を
も
つ
歌
は
万
葉
集
全
体
で
は

一
六
四
首
（
短
歌
一
六
二
首
、
長
歌
一
首
、
旋
頭
歌
一
首
）
あ
る⑺

が
、
そ
の
う

ち
「
草
に
寄
す
る
」
と
い
う
題
で
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
巻
七
に
一
七
首
（
一

三
三
六
～
一
三
五
二
）、
巻
一
一
に
四
首
（
二
八
三
五
～
二
八
三
八
）
の
計
二
一

首
を
数
え
る
。
ま
た
、
寄
物
陳
思
歌
は
巻
一
一
・
一
二
の
両
巻
に
み
え
、
歌
の

総
数
は
四
三
二
首
（
「
或
本
歌
」
を
除
く
）
と
な
る
が
、
そ
の
な
か
で
、
「
草
に

寄
す
る
」
歌
、
す
な
わ
ち
草
を
媒
材
と
す
る
恋
歌
と
さ
れ
る
も
の
は
、
巻
一
一

に
一
七
首⑻

（
二
四
六
五
～
二
四
八
一
）
と
二
三
首
（
二
七
五
五
～
二
七
七
七
）

の
歌
群
、
巻
一
二
に
二
首
（
二
八
六
二
・
二
八
六
三
）
と
二
七
首
（
三
〇
四
九

～
三
〇
七
五
）
の
歌
群
が
あ
り
、
そ
の
歌
数
は
計
六
九
首
と
な
る
。
そ
の
他
の

寄
物
陳
思
歌
と
し
て
は
、
巻
一
四
に
、
目
録
で
は
「
未
勘
国
相
聞
往
来
歌
百
十
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草
を
媒
材
と
す
る
恋
歌 

青 

木 

眞
知
子 

  
 
 

 
 

は
じ
め
に 

 

万
葉
集⑴

に
は
、
「
草
に
寄
す
る
」
と
い
う
形
態
で
詠
ま
れ
た
恋
歌
群
が
存
在
す

る
。
そ
の
最
大
の
も
の
は
、
巻
一
二
の
寄
物
陳
思
歌
中
の
二
七
首
の
歌
群
で
あ

る
が
、
同
じ
く
寄
物
陳
思
歌
を
収
め
た
巻
一
一
に
は
一
七
首
と
二
三
首
、
巻
七

の
譬
喩
歌
の
中
に
も
一
七
首
の
歌
群
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
万
葉
集

に
お
け
る
草
を
媒
材
と
す
る
恋
歌
群
の
多
く
は
、
譬
喩
歌
、
寄
物
陳
思
歌
と
い

う
、
小
部
立
の
な
か
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
小
部
立
は
、
雑
歌
・

挽
歌
と
な
ら
ぶ
万
葉
集
の
三
大
部
立
の
ひ
と
つ
で
あ
る
相
聞
歌
の
補
助
的
部
立

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
歌
の
内
容
は
お
の
ず
と
恋
歌

に
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

万
葉
集
に
お
け
る
相
聞
歌
は
、
正
述
心
緒
歌
、
寄
物
陳
思
歌
、
譬
喩
歌
の
三

つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
分
類
は
人
麻
呂
歌
集
の
編
者
の
案
出
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
分
類
法
に
毛
詩
の
六
義
の
影
響
が
あ
る
こ
と
も
す
で
に
指

摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

中
世
の
歌
論
書
に
は
、
万
葉
集
の
寄
物
陳
思
歌
・
譬
喩
歌
に
詠
ま
れ
た
こ
の

よ
う
な
「
寄
せ
恋
」
の
形
式
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
早
く
は
『
詠
歌
一
体⑵

』

に
、
「
近
代
の
歌
は
、
た
だ
ひ
と
へ
に
よ
む
な
り
。
但
、
よ
せ
恋
な
ど
の
中
に
は

さ
る
事
も
あ
り
ぬ
べ
け
れ
ど
、
い
か
さ
ま
に
も
上
句
の
中
に
そ
の
事
と
は
き
こ

ゆ
べ
き
に
や
」
と
あ
り
、
「
寄
せ
恋
」
の
語
が
み
え
て
い
る
。『
正
徹
物
語⑶

』
に

は
、
和
歌
初
心
者
の
心
得
を
述
べ
た
箇
所
に
「
初
心
の
と
き
は
寄
レ

月
恋
、
寄
レ

花
恋
な
ど
の
よ
せ
物
の
恋
は
よ
み
に
く
き
や
う
に
覚
ゆ
る
也
。
扨
、
見
恋
、
顕

恋
な
ど
物
に
も
よ
せ
ぬ
題
は
よ
み
や
す
く
お
ぼ
ゆ
る
也
。
後
の
心
に
は
寄
せ
恋

の
題
な
ど
は
や
す
く
、
た
だ
聞
恋
、
別
恋
な
ど
が
大
事
也
。
」
と
の
見
解
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
主
張
を
敷
衍
し
た
と
さ
れ
る
の
が
、
『
筆
の
ま
よ
ひ⑷

』
の
「
恋

の
題
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
、
そ
こ
に
は
、
「
恋
の
題
の
事
、
さ
ま
ざ
ま
の
事
を

出
せ
り
。
恋
の
本
意
と
い
ふ
は
、
初
恋
、
忍
恋
、
待
恋
、
逢
恋
、
別
恋
、
恨
恋
、

忘
恋
、
絶
恋
、
久
恋
、
こ
れ
ら
也
。
ま
た
よ
せ
恋
と
て
、
寄
レ

月
恋
、
寄
レ

山
恋
、
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